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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】
都道府県名 和歌山県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 田辺市立田辺第二小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数特殊学級
学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ２０
児童数 ７８ ９４ ８３ ９９ １０１ １１８ ５ ５７８ ３０

Ⅱ．研究の概要
１．研究主題

「自ら求め学び合う学習」
生きる力を育てる教育活動の創造―基礎学力の確実な定着を図りながら―

２．研究内容と方法
（１）実施学年・教科
・３・５年生 算数（子どもの理解度に差が出やすい教科、学年であるため ）。
・５・６年生 理科（子どもの興味関心を活かした授業展開がより可能な教科のた

め ）。
・全学年 漢字、計算（全ての教科の基礎である読み・書き・計算の確実な定着を図

るため ）。
・全学年 暗唱、読書（優れた文学作品に触れ暗唱することを通して、より豊かな心

を育むため ）。
・全学年 体力づくり（運動に親しむ機会が減少している現状により、体力づくりに

意欲的に取り組む姿勢を育てるため ）。

（２）年次ごとの計画
○テーマ
「自ら求め学び合う学習」

平 生きる力を育てる教育活動の創造―基礎学力の確実な定着を図りながら―
○研究の見通し（仮説）

成 教育活動において、次のような手立てを行えば、確かな学力が身につき、学
ぶ喜びと楽しさを感じ、自ら求め学び合う学習が成立するであろう。
・漢字、計算を中心とした習熟度別の学習14
・素読、朗読、暗唱集を活用した全校読書の実施

年 ・走ることを中心とした全校体力の実施
・個に応じたきめ細かな指導の工夫（ＴＴ指導・少人数指導）

度 ○研究内容・方法
・漢字、計算を中心とした習熟度別学習における指導方法、指導体制の工夫
改善

・基礎基本を身につけるための本校独自の教材の開発
・個に応じたきめ細かな指導のための指導方法及び指導体制の工夫改善（Ｔ
Ｔ指導・少人数指導）

○テーマ
「自ら求め学び合う学習」

平 生きる力を育てる教育活動の創造―基礎学力の確実な定着を図りながら―
○研究の見通し（仮説）

成 教育活動において、次のような手立てを行えば、確かな学力が身につき、学
ぶ喜びと楽しさを感じ、自ら求め学び合う学習が成立するであろう。
・漢字、計算を中心とした習熟度別の学習15
・素読、朗読、暗唱集を活用した全校読書の実施

年 ・走ることを中心とした全校体力の実施
・個に応じたきめ細かな指導の工夫（ＴＴ指導・習熟度別少人数指導）

度 ・学ぶ喜びと楽しさを感じ、子どもが主体的に学習する授業の実施
○研究内容・方法
・漢字、計算を中心とした習熟度別学習における指導方法、指導体制の工夫
改善

・個に応じたきめ細かな指導のための指導方法及び指導体制の工夫改善（Ｔ
Ｔ指導・習熟度別少人数指導）
・学ぶ喜びと楽しさを感じ、子どもが主体的に学習する指導方法の工夫改善
（国語科、社会科、算数科、理科、生活科の授業研究を中心に）
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○テーマ
「自ら求め学び合う学習」

平 生きる力を育てる教育活動の創造―基礎学力の確実な定着を図るために―
○研究の見通し（仮説）

成 教育活動において、次のような手立てを行えば、確かな学力が身につき、学
ぶ喜びと楽しさを感じ、自ら求め学び合う学習が成立するであろう。
・学ぶ喜びと楽しさを感じ、課題に対して子どもが主体的に追究する授業の実施16
・個に応じたきめ細かな指導の工夫（ＴＴ指導・習熟度別少人数指導）

年 ・漢字、計算を中心とした習熟度別の学習
・素読、朗読、暗唱集を活用した全校読書の実施

度 ・走ることを中心とした全校体力の実施
○研究内容・方法
・学ぶ喜びと楽しさを感じ、子どもが主体的に学び合う指導方法の工夫改善
・個に応じたきめ細かな指導のための指導方法及び指導体制の工夫改善（Ｔ
Ｔ指導・単元又は学期単位での習熟度グループによる少人数指導）
（国語科、社会科、算数科、理科、生活科の授業研究を中心に）

（３）研究推進体制
本校の研究組織

校長 ◎企画委員会メンバー
校長・教頭・教務主任・研究主任

教頭 児童支援教員・養護教諭・保健主事
養護学級及び各学年主任

研究推進委員会 企 画 委 員 会

全 体 会 ◎研究推進委員会メンバー
校長・教頭・教務主任・研究主任低学年 中学年 高学年 養護

部会 部会 部会 少人数担当部会
一 二 三 四 五 六 養 養護学級及び各学年主任
学 学 学 学 学 学 護
年 年 年 年 年 年 学

級

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
・昨年度より実施している日程時間割と週行事により各学年で学びタイム（漢字、計
算の習熟度別学習）をより充実した体制で実施することができた。又、この時間で
使用する本校の手作り教材（漢字・計算習熟プリント）を改良することができた。

・朝の全校読書で使用する暗唱教材（素読・朗読・暗唱集）も改良し、全校で活用で
きている。

・算数の少人数指導・習熟度別少人数指導（３年・５年）及び漢字・計算の学びタイ
ムを実施するとともに、学期毎に行う復習テストの実施に伴い、基礎学力の変化を
定期的に分析する校内体制が整った。その結果、１学期は全学年昨年度より平均点
が上がっており、２学期は１年生から４年生までは漢字・計算とも９０点以上得点

。 。できるようになってきている 上記取組２年目の成果が出てきていると捉えている

２．今後の課題
・本年度実施した少人数指導・習熟度別少人数指導をより充実した取組にしていくた
めに指導方法、指導形態の研究を続けていく必要がある 、また、そのために保護。
者の理解を得るよう努力していく必要がある。

・読み、書き、計算についての基礎的な学力向上については充実しつつあるので、学
ぶ喜びと楽しさを感じ、子どもが主体的に学習する指導方法の工夫改善や発展的な
学習について、本校の中心テーマとし研修していく必要がある。

・本校独自に実施している漢字・計算の復習テストでは、低・中学年で正答率が９割
をこえるようになってきたので、今後高学年でも定着度を高めていく必要がある。

・復習テストの結果、分析を継続し、本校の基礎学力の向上の取組の評価にしていく
必要がある ・本校の手作り教材の改善 ・評価補助簿の改良。。 。
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Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
・３年生と５年生を対象に１学期学力検査を実施し、その結果を分析。
・２年生から６年生を対象に、前学年の漢字と計算の定着度を把握するために５月に
復習テストを実施。

・１年生から６年生を対象に漢字と計算の定着度を把握するために１１月と３月に復
習テストを実施。

・１２月、４年生から６年生を対象に県下一斉学力診断テストを実施し、自校の児童
の学力の実態を把握し、今後の指導に生かす研修を行う。

・復習テストの結果については、全児童の個人データーをまず学級担任が把握し、次
にクラス全体、学年全体、学校全体の課題を把握するために、各学年の得点分布や
全体の平均点を一覧表にし、現職教育や職員会議で研修し課題や成果についてまと
め次の指導にいかしていく。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・西牟婁地区学力向上推進協議会において、フロンティアティーチャーが本校の取組
を発表し、協議のうえその成果を西牟婁地方のすべての学校に普及する （平成１。
５年７月２９日 （平成１５年１０月２０日））

・平成１５年度県教育課程研究協議会において、フロンティアティーチャーが本校の
、 。（ ）取組を発表し その成果を西牟婁地方の学校に普及する 平成１５年８月２２日

・学力向上フロンティアスクール研究発表会を開催し、本校の取組を発表するととも
に、本校の手作り教材（漢字・計算習熟プリント集、素読・朗読・暗唱集）と学校
紹介ＣＤを参加校に配布し、その成果を県下全域の学校に普及する （平成１５年。
１２月４日）

・平成１５年度西牟婁地方学力向上フロンティアスクール研修会において、本校の取
組を発表するとともに、指導講話を受け研修する。

・学校便り、学年便り等を利用して保護者、地域の方々にフロンティアスクール校と
しての取組を理解していただく。

・学校紹介パネルを作成し、学校開放週間等を利用し保護者、地域の方々に取組を紹
介する。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導

一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科

生活 音楽 図画工作 家庭

体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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